
を
買
い
満
足
な
表
情
が
見
ら

れ
た
。

　

次
は
洛
西
金
閣
寺
よ
り
北

側
に
あ
る
「
し
ょ
う
ざ
ん
リ
ゾ

ー
ト
京
都
」
へ
。
途
中
、
金
閣

寺
前
で
信
号
待
ち
車
窓
よ
り

20
名
あ
ま
り
の
外
国
人
観
光

客
が
見
え
、
平
日
の
午
前
中
で

も
京
都
は
人
気
が
あ
る
と
感

じ
た
。「
し
ょ
う
ざ
ん
リ
ゾ
ー

ト
京
都
」
は
会
員
制
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
、
料
亭
、
工
芸
館
他

各
種
の
設
備
が
整
う
静
か
な

　

令
和
6
年
12
月
3
日
（
火
）

西
区
老
連
親
睦
旅
行
を
実
施
。

午
前
7
時
30
分
よ
り
バ
ス
5

台
に
各
地
区
か
ら
分
散
し
乗

車
。
宝
塚
北
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
に
集
合
し
、
京
都
に
向
け
出

発
。

　
最
初
の
到
着
地
は
、
西
本
願

寺
向
か
い
の
京
つ
け
も
の
「
西

利
本
店
」。
到
着
順
に
下
車
し

店
内
へ
。
参
加
者

186
名
で
店
内

は
満
杯
で
レ
ジ
の
順
番
待
ち

は
10
分
あ
ま
り
。
各
自
お
土
産

　

昨
年
の
年
末
（
令
和
6
年

12
月
）
は
区
老
連
と
し
て
の

大
き
な
行
事
が
重
な
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
12
月
11
日
（
水
）
午

前
10
時
か
ら
「
季
節
の
寄
せ

リ
ゾ
ー
ト
施
設
。
京
懐
石
で

昼
食
後
、
日
本
庭
園
に
入
園
。

手
入
れ
さ
れ
た
高
さ
10
ｍ
を

超
え
る
北
山
杉
。
紅
葉
は
赤
一

色
で
落
葉
も
な
く
思
わ
ず
カ

メ
ラ
を
向
け
た
く
な
る
絶
景
。

　
最
後
の
場
所
は
、
宇
治
平
等

植
え
講
習
会
」
を
中
央
区
役

所
1
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
お
正
月
を

前
に
、
お
正
月
飾
り
と
な
る

よ
う
お
花
を
ど
の
よ
う
に
配

置
し
て
植
え
る
と
綺
麗
な
鉢

飾
り
に
な
る
か
を
学

ぶ
講
習
会
で
す
。

　

30
名
の
参
加
者
が

集
ま
り
講
師
は
グ
リ

ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
土
取
玲
子
さ
ん
。

お
花
の
種
類
は
赤
・

白
の
葉
ボ
タ
ン
、
ガ

ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン
、

フ
リ
ル
パ
ン
ジ
ー
、

黒
松
の
小
木
を
色
々

院
。
30
台
入
る
バ
ス
駐
車
場
は

満
杯
。
鳳
凰
堂
へ
の
入
場
待

ち
時
間
は
１
時
間
で
残
念
な

が
ら
入
場
で
き
ず
。
観
光
客

を
見
る
と
外
国
人
が
１
割
程
、

修
学
旅
行
の
高
校
生
が
3
割

く
ら
い
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
こ
れ
か
と
感
じ
た
。

　

午
後
5
時
過
ぎ
に
西
区
に

無
事
帰
着
。
暖
か
い
一
日
旅
行

は
皆
さ
ま
の
普
段
の
精
進
の

た
ま
も
の
だ
と
感
じ
た
。
ち
な

み
に
前
回
の
奈
良
飛
鳥
方
面

旅
行
の
参
加
者
は

260
名
で
老

人
ク
ラ
ブ
の
高
齢
化
の
影
響

が
出
て
い
る
の
が
心
配
だ
。

西
区
老
連

西
区
親
睦
旅
行

区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

中
央
区
老
連

年
末
も
活
発
に
活
動

兵
庫
区
老
連

晩
秋
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
福
祉
研
修
会

と
配
置
を
変
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
高
さ
の
調
節
な
ど
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
1
時
間
ほ
ど

か
け
て
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
鉢
植
え
を

維
持
管
理
す
る
水
の
与
え

方
、
栄
養
土
の
配
合
、
補
充

の
仕
方
な
ど
の
講
習
も
あ

り
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

で
き
あ
が
り
も
含
め
満
足
な

様
子
で
し
た
。

　

そ
の
5
日
後
、
12
月
16
日

（
月
）、
同
じ
区
役
所
1
階
多

目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
午
前

10
時
か
ら
「
健
康
体
操
と
落

語
会
」
と
銘
う
ち
、
友
愛
・

奉
仕
事
業
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

2
部
制
で
実
施
し
、
第
1

部
は
神
戸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
院
の
長
谷
川
博
一
理

学
療
法
士
、
井
上
紳
也
作
業

療
法
士
の
2
名
に
よ
る
フ
レ

イ
ル
予
防
講
話
と
、
椅
子
に

座
っ
て
い
て
も
筋
肉
を
つ
け

ら
れ
る
体
操
を
約
45
分
行
い

ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
だ
後
、
第

2
部
の
落
語
会
が
始
ま
り
、

司
会
者
の
紹
介
で
ま
ず
登
場

し
た
の
は
、
若
手
落
語
家
の

桂
文
路
郎
さ
ん
。
お
な
じ
み

の
「
時
う
ど
ん
」
で
大
い
に

笑
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
次
席
の
落
語
家
は
、
中

堅
落
語
家
で
、
神
戸
新
開
地

喜
楽
館
の
副
館
長
を
し
て

い
る
桂
三
ノ
助
さ
ん
が
登
場

し
、
演
題
は
「
西
行
鼓
ヶ
滝
」

　

令
和
6
年
11
月
9
日
（
土
）

友
愛
福
祉
研
修
会
と
し
て
大
阪

の
A
Ｔ
Ｃ
エ
イ
ジ
レ
ス
セ
ン
タ

ー
（
健
康
＊
福
祉
＊
介
護
機
器

関
連
商
品
の
展
示
場
）
を
見
学

す
る
た
め
兵
庫
区
役
所
を
午
前

9
時
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
集
合
時
間
前
に
は
全
員
が
集

合
し
、
行
く
気
満
々
で
す
。
参

加
者
は
男
性
8
名
、
女
性
36
名

で
、
遠
く
に
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

を
眺
め
な
が
ら
午
前
10
時
50
分

に
、
A
Ｔ
Ｃ
エ
イ
ジ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
へ
到
着
し
ま
し
た
。
エ
イ

ジ
レ
ス
と
は
「
老
い
な
い
」「
年

を
と
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
の

英
語
だ
そ
う
で
す
。

　
体
験
型
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で

2
班
に
分
か
れ
て
説
明
を
受
け

な
が
ら
お
風
呂
用
品
、
手
押
し

車
、
ベ
ッ
ド
、
車
椅
子
等
々
の

コ
ー
ナ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

中
で
も
「
自
動
ラ
ッ
プ
式
ポ
ー

タ
ブ
ル
ト
イ
レ
」
の
凝
固
剤
を

入
れ
て
汚
物
を
包
み
自
動
的
に

処
理
が
出
来
る
仕
組
み
に
は
驚

き
ま
し
た
。「
母
を
介
護
し
た
時

に
こ
れ
が
あ
っ
た
ら
」
と
、
参

加
者
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
自
助
具
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
爪

切
り
や
ス
ト
ロ
ー
、
フ
ォ
ー
ク

等
、
可
能
な
限
り
自
分
で
使
え

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
道
具
類

が
あ
り
、
希
望
す
れ
ば
作
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
お
よ
そ
1
時
間
の
見
学
で

し
た
が
介
護
さ
れ
る
人
、
介
護

す
る
人
に
便
利
な
用
具
の
開
発

が
日
々
進
ん
で
い
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
豪
商
辻
元
家
が
江

戸
時
代
初
期
に
建
築
し
た
と
さ

れ
る
古
民
家
「
が
ん
こ
平
野
郷

屋
敷
」
で
昼
食
を
と
り
、
石い

し
き
り切

劔つ
る
ぎ
や箭
神
社
を
参
拝
し
て
最
後
の

見
学
場
所
「
造
幣
局
＊
造
幣
博

物
館
」
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
文
化
勲
章
や
各
種

褒
章
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ

ル
等
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
造
幣
局
は
桜
の
通
り
抜
け

で
有
名
で
す
が
、
な
ぜ
か
こ
の

時
期
に
狂
い
咲
き
？
？
か
と
思

わ
れ
る
木
が
あ
り
皆
が
足
を
止

め
て
眺
め
て
い
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
帰
路
へ
と
バ
ス
は

進
み
有
意
義
だ
っ
た
1
日
に
感

謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
研

修
会
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

を
。
話
の
筋
は
名
の
通
っ
た

歌
人
の
西
行
法
師
が
鼓
ヶ
滝

で
自
信
作
一
句
を
読
ん
だ
あ

と
、
道
に
迷
っ
て
世
話
に
な

っ
た
農
家
の
老
人
夫
婦
、
孫

娘
に
句
全
体
を
添
削
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
よ
り
良
い
句
に
な

っ
た
と
反
省
し
、
さ
ら
に
修

行
を
重
ね
、
後
世
に
残
る
歌

人
と
な
っ
た
と
い
う
面
白
さ

の
中
に
も
、
お
ご
り
昂
ぶ
り

を
戒
め
る
味
の
あ
る
落
語
を

楽
し
め
た
楽
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。
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